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１．はじめに 

 本稿では，これまで開発を進めてきた「景観視点

場の推定表示システム」[1]-[6]に地形に沿ったカメ

ラ移動と，推定した視点場の座標を他のオンライン

マップで利用できる形式に変換し，現代において視

点場の様子を俯瞰することを試みた．  

1.1．地形に沿ったカメラ移動 

 まず，視点の移動経路を作成する．ツールは地理

情報システム QGIS[9]と旧版地図のタイルマップサ

ービス[13]を利用する．データ形式を Shape 形式と

する． 

 次に移動経路を 3DCG に配置する．ツールは

BlenderGIS[11]を利用して読み込む．標高データを

読み込んだのち， GIS メニューから移動経路の

Shape ファイルを import する．その際，elevation 

so…の項目を Objectとし，読み込み済みの標高メッ

シュを指定する． 

 最後にカメラを設定する．カメラを選択した後，

Object Constraint Properties から，Relationship にある 

Follow Path を選択する．Target を移動経路の Shape

データとすることで，地形に沿ったカメラ移動を設

定できる．さらに，同メニューから Track Toを追加

することで，目標物を注視し続けることができる． 

1.2．座標値の変換 

 ３DCG 座標の単位はメートルで，地理院地図や

Google Map などのオンラインマップで指定されて

いる緯度経度とは異なる．ここではメートル単位の

投影座標値を緯度経度に変換する方法を記述する． 

 まず，BlenderGIS のローカル投影座標の確認方法

は，n キーを押してプロパティを表示させた後，

View タブの最後にある Geoscene タブから投影方法，

緯度経度および投影座標値が示される． 

 カメラ位置や地物の位置を取得するには，

Blender の 3D カーソルと Python スクリプト，座標

変換 Python ライブラリ pyprojを利用する． 

 カメラもしくは地物を選択した後，右クリックし

て，snap，Cursor to Selected を選択する．Python ス
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クリプトで bpy.context.scene.cursor.location を利用し

て，調べたい地物の位置を取得する．変換前の座標

系を pyproj.Proj("+init=EPSG:3857")，変換後の座標

系 を pyproj.Proj("+init=EPSG:4326") と 指 定 し ，

pyproj.transformコマンドで緯度経度に変換する． 

 算出した緯度経度の値を，pyperclip ライブラリを

利用して，クリップボードに書き出し，オンライン

マップのアドレスに貼り付け，現在の様子を俯瞰す

ることで，フィールドワークの事前調査ができる． 

 

 

２．視点場の推定と現在との比較 

 谷文晁(1793)『公余探勝図巻』[12]の視点場の推

定結果と現代景観の状況について検証する．同図巻

の上巻には横浜から下田市までの眺望の良い視点場

が記録されている．写実的な描写とタイトル，風景

モチーフにはラベルが記されており，これらを基に

視点場を推定し，現在の様子と比較していく． 

 都市化が進んでいる横浜から程ヶ谷については，

最後に表にしてまとめる． 

2.1．藤澤寺境内望富士 

 現在の遊行寺境内を探索経路とし，風景画の富士

山と手前の山々の表現が一致する視点場を探索した．

（図 1）生成した眺望画像から手前の小山の緯度経

度を取得し，Google Earth を用いて確認したところ，

伊勢山緑地で現在も存在している．（図 2）また文

献から清音亭が境内の北西に存在した記録があるこ

とがわかり，絵画のラベルと一致した．（図 3） 

視点場_北緯 35.34779164884463, 東経 139.4880065386006 

 

 

 
藤澤寺境内望富士 

 
ＣＧ_探索経路 

 
ＣＧ_推定した視点場の周辺 

図 1  谷文晁(1793)『公余探勝図巻』藤澤寺境内望富士と視点場の推定 

 

 
図 2 ＣＧによる藤澤寺境内望富士の眺望_大磯海から丹澤山まで 

 

 
風景画中央の小山 

 
富士山手前の山の重なりから推定 

 
清音亭の記録[14] 

図 3 風景絵画に描かれた構図とラベルの検証 富士山の手前の小山は伊勢山緑地 
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2.2．馬入川 

 茅ヶ崎市の本宿および今宿を視点場の探索経路の

起点とし，カメラを平塚宿方向へ移動させた．（図

4）風景に描かれた東海道，高麗山の形，大磯海の

構図が一致する視点場を確認した．高麗山の隣の小

山は，その一部分であった．（図 5） 

視点場_北緯 35.32990402576347, 東経 139.37952662858385 

 

  

 

 
馬入川 

 
ＣＧ_探索経路 

 
ＣＧ_推定した視点場の周辺 

図 4  谷文晁(1793)『公余探勝図巻』馬入川と視点場の推定 

 

 
 

 
ＣＧ_推定した視点場の周辺 

図 5 風景絵画に描かれた構図とラベルの検証 

  

 

2.3．相州高麗 

 平塚宿から京都方面を探索路とした．（図６）高

麗山と街道の構図が一致する地点を視点場と推定し

た．高麗山の麓は田から宅地に変化が進んでいるが，

高麗山の様子を当時と変わらず今も眺めることがで

きる．（図 7） 

視点場_北緯 35.3250936972601, 東経 139.33151228634406 

 

 

 
相州高麗 

 
ＣＧ_探索経路 

 
ＣＧ_推定した視点場の周辺 

図 6 谷文晁(1793)『公余探勝図巻』相州高麗と視点場の推定 

 



4 

 
図 7 風景絵画に描かれた構図とラベルの検証 

 

 

 

2.4．酒匂川 

 酒匂川を渡る 3 本の旧道を探索経路とした．その

うち最も海側を通るルートにおいて，富士山および

その周辺の山の構図が一致する視点場を推定した．

（図 8） 

 富士山の海側に丹澤山とラベルを付けられた山が

描かれており，地理的に無理があるため，その山の

緯度経度を取得し，地理院地図で確認したところ，

正しくは明神ヶ岳であった．（図 9） 

 また，石橋山から二子山の風景画と CG と照らし

合わせ，構図が一致するものの，小田原城の位置が

一致しなかった．（図 10）ただし，今日の天守閣の

位置ではなく，城郭全体でみると一致する可能性が

ある． 

視点場_北緯 35.280149714803855, 東経 139.2127844378907 

 

 

 

 
酒匂川 

 
ＣＧ_探索経路 

 
ＣＧ_推定した視点場の周辺 

図 8 谷文晁(1793)『公余探勝図巻』酒匂川と視点場の推定 

 

 
風景画_地理的に丹澤山は見えない 

 
３ＤＣＧから緯度経度を取得 

 
地理院地図に緯度経度入力 

図 9 風景絵画に描かれた構図とラベルの検証，丹澤山ではなく明神ヶ岳 
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風景画_石橋山・二子山 

 
石橋山付近の３ＤＣＧ 

 
二子山の付近の３DCG 

図 10 風景絵画に描かれた構図とラベルの検証，石橋山，小田原城，二子山 

 

 

2.5．梅澤 

 東海道および梅澤海岸を探索経路とした．まず，

視点場前方の崖が一致する地点を推定し（図 11），

その後，大嶋，赤城山，石橋山方面の一致を検証し

た．風景画のように一枚の構図に収まることは難し

いが（図 13），それぞれのモチーフは写実的に描写

されていることを確認した．（図 12）地理的に稲取

崎を目視することは不可能（図 15）である． 

 稲取崎とラベルをつけられた岬から得た緯度経度

をしらべると，岬の先は初島であることがわかった．

（図 12） 

 真鶴崎の周囲にあるのは初島のみである．（図 15）

絵画にもラベルがない島が意図的に描かれている． 

これらは現実の視界からは目視することができない． 

 これら稲取と初島は藤沢付近での構図に近く，そ

のイメージで描かれたのかもしれない． 

視点場_北緯 35.29297716868339 東経 139.2478327551383  

 

 
梅澤 

 
ＣＧ_探索経路 

 
ＣＧ_推定した視点場の周辺 

図 11 谷文晁(1793)『公余探勝図巻』梅澤と視点場の推定 

 

 
風景画_大嶋から石橋山まで 

 
CGによる眺望_初島から天城山 

図 12 大嶋から石橋山までの検証，大嶋，真鶴崎周辺，石橋山が前後に重なることはない． 
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図 13 ＣＧによる梅澤の眺望_大嶋から石橋山まで 

 

 
風景画_稲取崎から真鶴崎 

 
岬の先の緯度経度を取得 

 
地理院地図に緯度経度入力 

図 14  風景絵画に描かれたラベルの検証．岬の先は初島だが，風景画には別の初島が意図的に描かれている． 

 

 
図 15 風景絵画にラベリングされた地点を GIS上にプロットした 

 

 

2.6．神奈川宿（横浜市）から程ヶ谷まで 

 神奈川宿から程ヶ谷までの視点場推定結果を表１

に示す．いずれの地域も，風景画に描かれている宿

場や東海道の沿道，海岸線を現在確認することは難

しいものの，Google Earth のように都市を俯瞰すれ

ば，当時の海岸や田んぼがあった平地を現在と比較

しながら感じ取ることができた． 
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表 1 公余探勝図巻 上巻 神奈川宿から程ヶ谷までの視点場推定 

題 探索方法 緯度,経度 

武
州
神
奈
川
一    

北緯 35.48431055842631, 

東経 139.64626025222515 神奈川宿に入る手前，海岸線と野毛の位置から探索 

武
州
神
奈
川
二  

 

 
北緯 35.484027482727825, 

東経 139.64548363058967 
新町駅手前で、東海道と海岸線が一致する場所を探索 

芝
生
村
西
望 

 
 

 
北緯 35.46876643565957, 

東経 139.61573360398697 旧東海道と芝生村、海岸線の位置で推定 

程
谷
東
望 

 

  
北緯 35.445265075854984, 

東経 139.58546304578562 

 

旧東海道で東望し，右手に崖がある地点を探索 

 

 

３．まとめ 

 近世風景絵画から，かつては田園が広がっていた

り小山を望むことができたりした視点場であったこ

とが伝わってくるが，神奈川宿から程ヶ谷までは一

様に都市化が進み，現在はその眺望を得られないこ

とを再確認した．しかしながら，近世風景絵画と

Google Earth を近い構図で表示させ対比させる（表

１）ことで，かつての土地利用や生活の様子を伝え

る資料となる可能性が感じられた． 

 オンラインマップで現在の様子を俯瞰することに

より，藤沢から西方向は，いまも当時に近い眺望を

得られる場合が多く，フィールドワークの準備を進

めることができた． 

 今後，谷文晁(1793)『公余探勝図巻』の上巻の残

り下田方面と下巻に描かれている伊豆半島について， 

本報告での調査方法をもとに予備検証を進めつつ，

実際に現地での眺望を確認し，その道を楽しむフッ

トパスの可能性を探りたいと考えている． 
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